
「テーマは自由，８００字程度 締

切りは３０日後」と，編集後記の執

筆依頼をいただいたものの，テーマの選定に苦しみ，一文

字も書けぬまま締切りの前日を迎えました．テーマを探す

べく，各種学会誌から PTA会報に至る種々の編集後記を

調査したところ，編集後記のテーマは，１）執筆時または出

版時の話題，２）編集作業の苦労話，３）執筆者自身に関す

る話題に大別されることを得ました．１）本稿執筆時には，

朝鮮半島情勢，ボストンマラソンにおける惨事，国内では

淡路島，東北，三宅島で立て続けに発生した大地震などが

報じられております．気が滅入るニュースが多い中，LHD

における重水素実験開始に近隣自治体が同意されたという

本会関連の明るい話題も報じられております．長年にわた

り地道な対話を続けてこられた努力が実を結んだ結果と存

じます．関係各位の真摯なご努力に改めて敬意を表したく

存じます．２）私は IFMIF リチウムターゲット系に関する

解説記事を担当しました．本件では，設計とモノづくりの

間，小規模の模擬試験と実規模試験の間にあるギャップに

ついて解説していただくことを意図しました．しかしなが

ら，編集者の意図と著者の先生方の間にも嬉しいギャップ

があり，IFMIF の全体計画から要素技術に至るまで，限ら

れた紙数の中でわかりやすく解説していただきました．稚

拙な企画意図からは想像できないほどのできばえに感激い

たしました．ご多忙の中，玉稿を賜りました著者の先生方

に，この場をお借りして御礼申し上げます．そのようなわ

けで特段の苦労話は見当たらず，本稿の執筆が唯一の苦労

といえそうです．３）今夏には編集委員の任期満了を迎え

ることとなりました．お世話になりました編集委員会の先

生方，常に助けていただいた学会事務局の皆様に御礼申し

上げます．任期満了後は編集委員会での審議の様子，編集

者の心境を想像しつつ，一読者として学会誌を楽しみたい

と存じます． （廣瀬貴規）
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